
 

 

 

 
     

 

 

 
 

私たちの愛する遠州森町は、昔から、時代を先取りし「一途一心」に生き抜いた人々が

います。日本の歴史と産業、文化を支える豪快な偉人たちが活躍した地なのです。 

「鋳物師（いもじ）、山田七郎左衛門」のお話をします。 

鋳物師とは、鉄や銅などの金属を熱して溶かし、型に流し込んでできあがる鋳物（いも

の）を作る職人のことです。人々は昔から、鍋や釜、農機具、お寺の鐘などの鋳物ととも

に暮らしてきました。現代でも、自動車の部品や工場の機械をはじめ、様々な鋳物が社会

のあちこちで使われています。 

森町村の山田七郎左衛門は、戦国時代の１５８７年、徳川家康から朱印状を与えられ、「駿府・遠

江両国鋳物師惣大工職（すんぷ・とおとうみりょうこくいもじそうだいくしき）」という特別な地位

を得ました。静岡の鋳物師を取りまとめる大役を与えられたのです。戦国の世の鋳物師は、大砲や

鉄砲など最新の武器を製造する技術者でした。七郎左衛門は、その優れた腕を認められ、家康軍に

仕えるようになります。家康が遠州一之瀬に出陣したときは、七郎左衛門の家に立ち寄られ浜松城

まで案内させるなど、深いかかわりがありました。その後、小牧長久手の戦いでは、戦場に出向き、

武器の調達や補強に努め家康を助けました。この働きによって、ご朱印状をいただいたのです。七

郎左衛門は、「京都方広寺の鐘」の製造に関係します。鐘に刻まれた文字をきっかけにして徳川家が

豊臣家を滅ぼそうと起こした「大阪の陣」の合戦にも従軍しています。 

家康が大将軍となると、平和な江戸時代がやってきました。鋳物生産は、武器から鍋や釜などの

生活用品に変わりました。山田家は、代々山田七郎左衛門を名乗り、家康の朱印状の力により、家

業を繁盛させていきます。お寺の鐘の製造の特権を持ったり、鍋や釜の価格を統制したりして、鋳

物師や鋳物商人を支配するようになります。七郎左衛門の活躍は、高平山遍照寺（たかひらやまへ

んしょうじ）の東海地方最大の大仏、大洞院龍門橋の擬宝珠（ぎぼし）、可睡斎の釣鐘など地元に残

された作品に見ることができます。 

３００年の繁栄を誇った山田家が山田七郎左衛門の看板を下ろしたのは、明治維新により日本が

急激に近代化していったからでしょう。しかし、名家山田家の志と誇りは、長男山田信介によって、

新しい時代のダイナミックな事業に発展していくのです。 

父の元で働く信介でしたが、明治１５年、東京職工学校の開校

を知ると、新しい時代に通用する機械工芸を学びたいと、森町か

ら旅立っていきました。学業に励み、卒業後は、東京に官庁街を

創る技術者となるために、ドイツ留学を薦められたのです。留学

費用は、森町の豪商福川泉吾が援助してくれました。留学先のベ

ルリンでは、ドイツ語を叩き込まれることから始まり、１日１２

時間工場で働き、夜は夜学に通うという厳しい生活を送りまし

た。異国ドイツで、一心に学んだ信介は、帰国後、日本の建築界

から、大変高い評価を受けて迎えられました。 
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子供たちに伝えたい 森町の豪快な偉人 

 

日本のベルサイル宮殿赤坂迎賓館 



信介が習得した板金（ばんきん）の技術は、西洋建築の屋根に使われています。明治の西洋建築

のリーダーたちから、大きな仕事が次から次へと舞い込んできました。ドーム型の屋根を持つ日本

銀行本店、日本のベルサイユ宮殿といわれた赤坂迎賓館、東京駅丸の内駅舎、東京府庁、司法省な

ど、明治を代表する西洋建築の数々の屋根は、信介が手掛けたものです。信介は、日本の近代化を

確かな技術で支えた偉人です。  

 

昔、ご朱印状をいただいた七郎左衛門が造っていたものは、鐘でもなければ鍋釜でもな

い大筒（おおづつ）といわれる大砲でした。なぜ、武器を作っていたのか。それは、戦国の

時代が求めているものだったからです。明治維新の流れに乗り、西洋建築の屋根作りのパ

イオニアとなった山田信介。遠州森町の鋳物師七郎左衛門家は、いつの世も時代を先取り

し工夫を重ね続ける森町の人々の気質にあふれていることに私たちは感銘を受けるのです。 

  文責 鈴木直子【参考文献：鋳物師七郎左衛門 松本茂著（伊豆文学賞最優秀賞）】 

6年生長縄大会の結果 
インフルエンザのため延期されていた６年生の長縄大会が、2 月

5日(火)に行われました。 

 延期されたことで、練習・本番に向けた気持ちの高まりを保つこ

とが大変でしたが、本番では 6 年生らしい技を披露して、見事な記

録を出すことができました。 

３分間８の字跳びの記録 

６年１組  ４４１回   ６年２組  ４０５回 

 

愛校活動 2月 2日(土) 御協力ありがとうございました！ 
 今回の愛校活動は、5，6年生の保護者の皆さん、

6年生の児童が参加しました。運動場の防塵材や採

石の散布、室内では窓ふきや教室の扇風機掃除に取

り組んでいただきました。普段、職員だけでは、な

かなかできない作業に集中して取り組んでいただ

きました。ありがとうございました。 

 

 

 3 月の行事予定  

日 曜 行      事 日 曜 行      事 

1 金 B5日課 元気モリモリの日 
4年夜警 19:00 

14 木  

4 月 Ｓタイム 通級指導教室 15 金 安全の日 Sタイム 給食最終日 

5 火 
 

18 月 弁当持参 Sタイム 
6 水 通学班会  集団下校 Ｓタイム 

通級指導教室 さわやかトーク 
5年プレ学力調査                            

19 火 A3 修了式 卒業式準備  
5年弁当 

7 木 B日課 卒業式予行⑤⑥  
通級指導教室 

20 水 卒業証書授与式 

8 金 Ｓタイム 21 木  ● 春分の日 

11 月 非常食持ち帰り Sタイム ＳＣ 
通級指導教室(最終） 

22 金 P新旧役員引継会 19:00 

12 火 図書館アドバイザー 
ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ森田さん 

27 水 PTA会計監査 15:30 

13 水 Sタイム アマゴ放流 5年 28 木 送別式 森町離任式（町文） 
学級編制発表 

 


